
第 回リヨン短歌賞 年 月

題詠「動物」フランス語部門入賞作品

 （得点は 選者の合計点：

）

第一席（ 点）

猫の足裏

花粉におおわれた

庭のテーブルに

指紋をのこす

ああ底知れぬ視線

ダニエル・デュテイル（ブルターニュ、フランス）



第 席（ 点）

真昼の太陽

ツクバネウツギの陰

安らぎの涼しさ

ごろごろと雌猫は夢見る

かくも安っぽい幸せを嫉む

カトリーヌ・モンス（ フランス）

満月の

夜ひそかな木立で

きつねと出会う

一生夢見る

自分は星の王子様

ニコル・グルミオン（ 、フランス）



草高き

野に風吹きて

銃声一発

兎の奔るあたり

昨日の私の写真の中の

ブリジット・ペラ（ラングドック地方、フランス）

小雪舞う

エクラン山岳、

凍結湖のそばで

鹿の母子が

水を飲む、空から直に

サンドリーヌ・ワロンスキー（イルドフランス地方、フラン

ス）



第 席（ 点）

卯月の夜

狂った蝶の影が

閉じ込める

泉を、吾子の片言を、

もう聞くことがない

エレーヌ・デュック（イルドフランス、フランス）

初めてのおでかけ

窓のへりで

ひな鳥のさえずり

君もそうだった

今はもういっぱしのおしゃべり

モニック・ジュンシャ（ブルゴーニュ地方、フランス）



何が怖くて、

突然、カケスを

巣から追い出したのか？

窓際で、立っている

私は流れ星だ

アラマ・ガルシア（ 、フランス）


